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2.1 第 1 章「序章」 
第 1 章では、本研究の背景として中国における日本語教育の現状、日本語音声教育の現
状、中国語母語話者の日本語音声上の問題点を述べ、目的と意義が述べられている。 
本書で設定されている研究目的は次の 3 つである。 
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2.4 第 4 章「調査 2―東京語の動詞アクセントの生成」 
第 4 章では、調査 1 と同じ調査協力者を対象に東京語の動詞アクセントの生成について
調査している。本調査結果から、以下の傾向が示された。 
1）活用形を問わず、全体的に起伏式動詞の正用率が高く、平板式動詞の正用率が低い。 





































































2.7 第 7 章「東京語の動詞・複合動詞アクセントの教育と学習への提言」 
































































転移）、北京方言の「叠音形容詞」は「第２声+第 1 声+第 1 声」で生成されるため、声の高さを
変化させずに一定に保つことができるようになるという筆者の考え方が示されている。 
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